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敦煌写本 『無量寿経』の 系統 に つ い て

堀 祐　彰

1 ． は じめ に

　 宋代 か ら元 代 の 漢訳 大 蔵 経 に つ い て ，3 つ の 系統 に 分類 で き る と言 わ れ て い

る． つ ま り， 1 つ 目は 開宝 蔵系統で 高麗大蔵経 （初 雕本）・金 版 大蔵経が 属 する

「第
一

類蔵経」，
2 つ 目は 契丹蔵系統 で 房 山石経 が属す る 「第二 類蔵経」， 3 つ 目は

江 南諸蔵系統で 東禅寺版 ・開元寺 版 ・思 渓版 ・磧 砂版 ・普寧寺版が 属す る 「第三

類蔵経」で あ る ． 『無量寿経』 は 版本大蔵経以外に も， 敦煌写本 ・ トル フ ァ ン 写

本 ， そ して 日本 の 写本 ・刊本 な どが存在 す る． 小 論で は
， それ ら 『無量寿 経』 の

諸 本の なか
， 特 に 敦煌 写本 18本 に焦 点 をあて る こ と とす る ．

　 敦煌写 本 は 契丹 蔵系統 で あ る 房 山石経 に もっ と も近 い と言 わ れ る ． また
一

方 ，

西域か らは， 開宝蔵系統や 契丹蔵系統や江南諸蔵系統の 写本の 断片が 出土 して い

る ， と も言 わ れ る ． そ こ で 18本の 敦煌写本 と， 房 山石経 ・高麗 版 ・金 版 ・東禅

寺版 ・開元寺版 ・思渓版の 諸本の 文字等の 比 較 を通 して ， そ れ ら敦煌写本 『無量

寿 経』 の 系統 につ い て
， 開宝蔵 系統 （高麗版

1）
， 金版 の 系統）か ， 契丹 蔵系統 （房

山石 経 の 系統 ）か ， 江 南 諸 蔵 に 近 い 系 統か を考察 して い きた い ．

2 ． 敦煌写本 に つ い て

  ス タ イ ン 本 4 点． 『敦煌宝蔵』9 所収． （以下 ，S1 本 ・S2 本 ・S3 本 ・S4 本 とする ）

  中国 国家 図書館所 蔵 本 6 点． 『敦 煌大 蔵経』 19所収． 『敦煌遺書』第 105冊

　所収． （以 下 ， 中 1 本 ・
巾 2 本 ・

中 3 本 ・中 4 本 ・中 5 本 ・中 6本 とす る）

  上 海図書館所 蔵本 1点． 『敦 煌吐魯 番文献』3 所収 似 下，上 海図本 とする ）

  北京大 学 図書館所蔵本 1点． 『敦煌 文献』 1所収． 似 下 ， 北京大本 とする ）

  ペ リオ 本 1点． 『敦煌 吐魯番 文献 集成 法 蔵敦 煌西 域 文献』31所収． 似 下，

　 ペ リ オ 本 とす る）

  ロ シ ア 科学ア カ デ ミー東 洋学研 究所サ ン ク トペ テ ル ブル ク支部所蔵 本 3 点．
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（54） 敦煌写本 『無量寿経』の 系統に つ い て （堀）

　 （以下 ，
R1 本 ・R2 本 ・R3 本 とする）

  龍谷大学 図書館所蔵本 1点． 似 下，龍大本とする）

  大谷大学図書館所蔵本 1点． 野 上俊静氏編 『大谷大学所蔵 敦煌古写経』所

　収． （以 下 ．大谷大本 とす る ）

  『敦煌秘笈』所収本 1点． 似 下 ， 秘笈本 とす る）

3 ． 大蔵経系等諸本 （石経系も含む）につ い て

  房山石 経 （遼金刻経）， 『房山石経』 （中国仏教協会）所収．

  高麗大蔵経 （再雕本 ）， 韓 国海印寺蔵原本 『高麗大蔵経』11 （線 装書局影印，

　485〜504頁）所収． （以 下 ， 高麗 版 とす る）

  金版大蔵経 （大 宝集寺本）
， 『中華大蔵経』 （第 9冊 28番 ， 589〜598 頁）所収． 上

　巻 の み ， （以 下 ， 金版とする）

  福 州版

　 i． 東禅寺版 ， 高野 山金剛峯寺所蔵本．
2）

　 ii． 開元寺版 ， 宮内庁書陵部所蔵本．

  思 渓版， 増上 寺所蔵本，

4 ． 敦煌写本 の 系統分け

4 ．1 ． 対照表 につ い て

　18本 の 敦 煌写 本の 各本 と房 山石 経 を含 む 大蔵経系 諸本 （対 照 する 諸本 ） との 文

字
一

字
一

句の 比 較 を行 い
， 以 下 の 対照表 を作成 した． その 対 照表 で は

， 敦煌 写本

の 各本 と対照 す る諸本 で あ る房 山石経 を含む大 蔵経系諸 本 との 文字 の 相違 数 をあ

げ， 敦煌写本の 各本に お ける全体の 文字数で 割 り， 相違率 を示 した．

　尚， 対照表の なか ， 敦煌写本の 各本 の 右 に 示 した頁数行数 は
， 現在 の 『無量寿

経』 の 翻刻の 最新で あ る 「浄土 真宗聖 典全 書』
3）

の 頁数行数 で あ る ． そ の 右 に は

敦煌写本の 各本の 全体の 文字数 を示 して い る． 房 山の 文字数 とあ る の は ， 房 山石

経 は
一

部文字が 剥落 して い るの で そ の 剥 落 して い る 文字 の 数 を引 い た 数で あ り，

房 山石 経 と対 照 しそ の 相違率 を 出す の に は こ の 数 を用 い た．
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敦煌写本 『無量 寿経』 の系統に つ い て （堀） （55）

『浄 土真 宗聖

典全 書』

頁数 ・行数

全体 の 1 房山の

文字 翹 文字数

　　　1
一一一一一一一一

房山石

　 経

一一一一一一幽一胃

高麗版

η冒冒一一一一一一

　金版

対照す る諸本
　　　 一一一一一一唖P冖
　　　　東禅 寺

　　　　　版

一一一一一■一一＿
開元寺

　 版

一一一一一一一一
思 渓版

S1 本 48頁 9行〜

70 頁 9行

7405　 16301

　　　1
901

．428％

1091

．471％

一

一
1151

．553％

1141

，539％

1061

，431％

S2 本 49 頁 7 行〜

70 頁巻下終

7122　 16040

　　　1
81L341

％

1041

．460％

一

一
1201

．684％

121L698

％

115L614

％

S3 本 44頁 2行〜

70 頁巻下終

8790　 17493

　　　！
1191

．588％

1401

．592％ 二
1131

．285％

1181342
％

1081228
％

S4 本 24頁 4 行〜

29 頁 1 行

1318　 11051

　　　！
16L522

％

332

．503％

352

．655％

20L517

％

191

．441％

181

．365％

中 1 本 17 頁 6 行〜

32頁 2行

4289　 13168

　　　！
792

．051％

882

，051％

741

，725％

902

．098％

882

．051％

851

．98196

中 2本 21 頁 8行〜

42 頁巻上終

6291　 15055

　　　1
941

．859％

1682

．670％

1512

．400％

1362

．161％

1402

．225 ％

1251

．986％

中 3本 28頁 13行〜

42頁巻上終

4260　 13485

　　　1
852

．439％

ll22

．629％

982

．300％

912

．136％

982

．300％

982

．300％

中 4 本 23 頁 5行〜

42 頁巻上終

5816　 14707

　　　1
1302

．76ユ％

1121

．925％

1071

．839％

1452

．493 ％

1492

．561％

1362

．338％

中 5本 62頁 9行〜

70 頁巻 下 終

2647　 12067

　　　1
271

．306 ％

36L360

％

一

一
351

．322％

351

．322％

341

．284％

中 6本 40 頁 12 行〜

41頁巻上終

387　 　 1368

　　　1
92

．445％

30

．775％

20

．516％

51

．291％

61

．550％

71

．808％

上 海 図

本

53 頁 14行〜

70 頁巻下終

5558　 14650

　　　！
871

．870％

1041

，871％

一

一
821

．475％

841

．511％

77L385

％

北京大

本

36頁 1行〜

42頁巻上終

2 32　 11726

　　　 1
　 　 　 3

502

．896％

582

．854％

472312

％

452

．214％

472

．312％

472

．312％

ペ リ オ

本

57頁 7行〜

65 頁 7 行

2725　 12308

　　　！
361

．559％

562

．055％

一

一
361

．321％

371357

％

351

．284％

R1 本 66 頁 6 行〜

67頁 3行

225　 　 1213

　　　1
20

．938％

20

．888％

一

一
41

．777％

4L777

％

3L333

％

R3 本 32 頁 11行〜

33頁 4行

162　　 1140

　　　1
75

．000％

63

．703％

53

．086％

95

．555％

74

．320％

63

，703％

龍大本 29 頁 7行〜

42 頁巻上終

4115　 13370

　　　 1
　 　 　 3

852

．522％

1363

．304％

1222

．964％

1082

．624％

1142

．770％

1122

，721％

大 谷 大

本

22 頁 10行〜

42 頁巻上終

6029　 14869

　　　｝
1132

．320％

1362256

％

1292

．139％

1522

，521％

1562

．587％

1492

．47工％

秘笈本 26 頁 13行〜

41 頁 10 行

9506　 17830

　　　1
1101

．404％

1531

．609％

143L504

％

119L251

％

1231

．293％

1311

，378％
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（56） 敦煌写本 『無量寿経』の 系統につ い て （堀）

4 ．2 ． 諸本 に お け る字句の 相違 か らの 検証

4 ．2 ， 1． 「人天」・「天人」

　以 前 ， 『無量 寿経』の 四 十八 願 文等 に み られ る 「人 天 」 につ い て
4）

， 高 麗版 と

金版で は その すべ て が 「人天 」で ， 房 山石 経 と江南諸蔵 で は その すべ て が 「天 人 」

とな っ て い る こ とか ら， 房 山石経 ・大蔵経系諸本 ・日本の 写本刊本 の 系統 をみ て

い くうえで 決定的 な相違 と して 挙 げた
5）
． 今回 も同様に敦煌写 本 につ い て 検証 し

た が ， 該 当箇所の ある 敦煌写本 の すべ て （S4 本 ・中 1本 ・中 2 本 ・中 3 本
・中 4本 ・

大谷大本 ・秘笈本）は 「天人」で あ る こ とが 判 明 した． そ の 他の 敦煌写本 につ い て

は ， 該当箇所が ない の で 不 明で あ り， 房 山石経 ・大 蔵経系諸 本 ・
日本 の 写 本刊本

の 系統分 けの よ うに
， 「天人」か 「人天 」か で 系統 分 け をす る こ とは出来 なか っ た．

こ こ で 注 意すべ きこ とは
， 実 際に 敦煌写本 の 文字 を諸 本 の 文字 と対照 させ て み る

と
， 「人天」 の 部分 に 関 して は

， 開宝蔵以 外の 系統の テ キ ス トの 影響 を受 けて い

るが ， そ れ 以外 の 部分 は開宝 蔵系統 の テ キ ス トの 影響を受けて い る もの もある ．

その こ とは
， 諸本 との 相違率 を示 す対照表 を見て も明 らか で あ る ．

4 ．2 ．2 ． 「馬瑙」「虎 魄」 「車渠」「頗梨」 「菩薩聲聞大衆」

　『無量寿経』全 体 で 「馬瑙 」 は 14箇所 ， 「虎魄 」 は 4箇所 ， 「車渠」 は 13箇所 ，

「頗梨 」は 2 箇所あ る．敦煌 写本全体 をみ る と
， 金版 と同 じ字形 の 「馬瑙」

6）・「虎

珀」・「車槊」・「頗 梨」 を使用 して い る敦煌写本が 大部分 を占め て い る
7）
．全 般 的

に 開宝蔵系統 の 影響 を受 けて い る よ うに 見受け られ るが ，
この 場合 も， 金版 と同

じ字形の 用語 を用 い て い る写本の なか に は開宝蔵系統以 外の 影響を受けて い る も

の も含 まれ て い る ．
一

方 ， 「菩薩聲 聞大衆」 の 語 は ， 巻下 に 5 箇所 あ るが ， 敦煌

写 本の 大部分 は， 房 山石経や 江 南 諸蔵 と同 じ く 「菩薩聲 聞之衆」 とい う語 に な っ

て い る． こ の 場合 も， 該当箇所の あ る 写本の なか に は 開宝 蔵系統の 影響 を受けて

い る もの も含 まれ て い る ．

4 ．2 ．3 ．　「勤」・「懃」

　「無量寿経』 の 中 に 「勤」の 字 は 22箇所 ある
8）
． 「勤」 で は な く 「懃」 の 字が

用 い られ て い る 『無量寿経』 の 諸本 と して は
，

日本の 写本刊本 が 挙げ られ るが ，

申国の 大蔵経 の なか で は， 東禅寺版 ・開元寺版 ・思 渓 版 にお い て そ れ ぞ れ 1箇所

の み 「懃」の 字の 使用 が み られ る にす ぎない ．敦煌 写本に お い て
， 「勤」で は な く，

「懃」 を用 い て い る もの をみ て い くと
，
S3 本 （18！19）

9） ・上 海図本 （11113）・ペ リ

オ本 〔717）・中 1本 （111）・中 2本 （2／2）・中 3 本 （111）・中 4 本 （111）・中 5本 （212） ・

龍大本 （1／1）・谷大 本 （212）・秘笈本 （1！1）が挙げ られ る ． こ こ で は数 の 多い S3
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本 ・上 海 図本 ・ペ リ オ本 に注 目す る と， 3本 と もに， 相違 率 の
一

番低 い の は江 南

諸 蔵で
， 房山石経 ， 高麗版の 順番で 高くな っ て い る． つ ま り，

S3 本 ・上 海図本 ・

ペ リオ本 は 同系統 と言 え るの で あ る が， ペ リオ本 に つ い て は房 山石経の 相違 率が

わずか に低い こ と もあ っ て
， 契丹蔵系統 の 影響 を他 の 2 本 よ りも受 けて い る と考

え ， 系統 分 けに 反映 させ た．

4 ．3 ． 首題 と尾題か らの 検 証

　 敦煌 写本 の 経題 を み て い くと， 巻上 の 尾 題 （中 2 本 ・龍 大 本 ・大 谷 大本 ） と巻 下

の 尾題 （中 5 本 ・S2 本 ・S3 本） しか な い ． 他 の 写本 に は そ の 該 当箇所 が な い の で

あ る． 巻上 の 尾 題 に は ， 中 2本 ・龍大 本 と もに 「無量 壽經 卷 上 」 とあ り， 高麗

版 ・金版 ・東禅 寺 版 ・開元 寺版 ・思 渓 版 と同 じで あ る ． つ ま り， 中 2 本 ・龍大 本

は 開宝蔵系統 ， 江南諸蔵系統の どち らか
一
方 ， ある い は 両系 統の 影響 を受けて い

る と考 え られ る ． 大谷大本で は 「佛詭無量壽經上 」 とあ る が
， 単 に 「卷」 を脱字

した と考 え る と
， 「佛説無 量壽經卷 上 」 の 房 山石経 と同 じで ある ． 大 谷大本 は 契

丹蔵系統 の 影響 を受 けて い る と考 え られる ． また
， 巻 ドの 尾題 で は

， 中 5 本 ・S2

本 ・S3 本 が 「無 量 壽經卷 下 」 とあ り， 高麗版 ・開元寺 版 ・思 渓版 と同 じで あ る
lo）

．

こ こ にお い て も中 5 本 ・S2本 ・S3 本 は 開宝 蔵系統， 江 南諸蔵系 統 の ど ち らか
一

方 ， あ る い は両系統の 影響を受けて い る と考え られ る．

4 ．4． 系統分け

　以 上 の 検証 結果 を踏 ま えつ つ
，

また 4．1．の 対 照 表 に お い て 示 した 相違 率 に よ

り， 以 下の よ うに系統分 け を した ．敦煌写本 の 各本 にお い て ， まず最初に主系統

を挙 げて
， 複 数の 系統 の 影響 を受 けて い る と思 わ れ る もの は

，
そ の 主系統 の 後 の

「＋ 」 に続 け て そ の 系統 を表記 した ． ま た ， 系統 分 け を して い くな か に は大 変 複

雑な もの もあ り， それ につ い て は三 系統の すべ て を挙げた
11）

．

〈Sl 本〉契丹 蔵 ＋ 江南諸蔵 ・開宝蔵

〈S3 本〉江南 諸蔵

く中 1本〉開宝蔵 ＋ 江南 諸蔵 ・契丹蔵

〈中 3 本〉江南諸蔵 ＋ 契丹蔵 ・開宝蔵

く中 5本〉江南諸蔵 ＋ 契丹蔵 ・開宝蔵

く上海 図本）江南諸蔵

〈ペ リオ 本〉江南諸蔵 ＋ 契丹蔵

〈R3 本〉開宝蔵

〈大谷大本〉開宝蔵 ＋ 契丹 蔵

〈S2 本〉契丹蔵 ＋ 開宝蔵

〈S4 本 〉江 南諸蔵 ＋ 契丹蔵

〈中 2 本 〉契丹 蔵 ＋ 江南 諸蔵

く中 4 本〉 開宝 蔵

く中 6 本〉 開宝蔵

〈北京大本〉江南諸蔵 ＋ 開宝蔵

〈Rl 本〉開宝 蔵 ＋ 契丹 蔵

〈龍大本〉契丹 蔵 ＋ 江 南諸蔵

〈秘 笈本〉江南諸蔵 ＋ 契丹 蔵 ・開宝 蔵
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5 ． 小結

　以 上
， 敦 煌写本 『無量寿経』 の 18本 に つ い て

， 大体 の 系統 分 け を試み た． 検

証結果か ら も明 らか な よ うに
， 敦煌写本 『無量寿経』 に つ い て は， 従 来い わ れ て

い る よ うに 契丹蔵系統 で ある 房 山石経 に 近 い とい うよ うな
一

つ の 系統に ま と ま っ

た もの で は な く， 複数 の 系統 の 影響 を受けて い る こ と を窺うこ とが で きた． ま

た ， 上 記 の 系統分 けに お い て ，

一 つ の 系統 だけ で 示 した 敦煌写本 で あ っ て も ， 他

の 系統の 影響を全 く受けて い な い とは言うこ とは で きない よ うに思 われ る ， つ ま

り，
上 記の 系統分 けは

， 完全 にそ の系統の テ キス トだ け を用 い て書写 した もの で

あ る こ とを確定 した もの で は な く， 敦煌 写本各々 の 傾 向と して どの 系統に 近 い の

か とい うこ とを示 した もの とい うこ とで ある ．

1 ） 『無量寿 経』 の 高麗版 は再 雕本 で あ り， 開宝 蔵 の 覆刻 と い われ る初 雕 本で は な い こ

　 とに注意す る 必要が ある ．

2）今回，東禅寺版 を入 手する こ とが で きた こ とにつ い て，高野 山金剛峯寺 な らびに 高

　野 山霊 宝館の 関係者 には心 か ら感謝 します．

3 ＞浄土真宗本願寺派総合研究所編纂 『浄土 真宗聖 典全 書 』 （三経七祖 篇）， 浄 土 真宗本

　願寺派発行，2013年．

4 ）底本が 浄土真宗本願 寺派蔵版本で あ る 『浄土真宗聖典全書』（三 経七祖篇）にお い て ，

　『無量 寿経』の なか に 「人天 」は 19箇所ある．

5 ）拙 稿 「『大 無量 寿経』 の 諸本 に つ い て 」 （『浄
・
土真宗総合研 究』8，

2014年）．

6 ）敦煌写 本の ほ とん どにお い て
， 「馬瑙」の 「瑙」の 字体が 「惣」に なっ て い る．

一
方，

　金 版で は 「瑙 」の 字体 は 「瑙」で あ り両字は異 な っ て い る ように見 え る が
， 両字 と も

　 に 「瑙」 の 異体字 と判断 した （漢字字体規 範デ
ー

タ ベ ー
ス 編 纂委員会 「漢字字体規 範

　 デ
ー

タ ベ ー
ス （HNG ）」参照），

7 ）高麗蔵 （再雕本）で は，「瑪瑙」「琥珀 」に 関 して 金 版 と違 う字体の もの も混在 して

　 い る．

8 ） 『浄 土 真 宗聖 典 全 書 』 （三 経 七 祖 篇 ）所収 の 『仏 説無 量寿 経 』 （底本 は浄 土 真 宗 本 願

　寺派蔵版本で あ る）に翻刻 され て い る 「勤」 の 字の 数で ある．

9）括弧 （ ）内の 数字は S3 本の 該当箇所 19の うち ， 18箇所に 「懃」の 字が書かれ て

　い る こ とを示す．以下 ， 同．

10）東禅寺版 の 巻下 の 尾題 は欠落 して い る，

11）実際 に三系統か らそ れぞ れ影響 を受けた もの も考え られ る．

〈キ ー ワ ー ド〉　敦煌写本 ， 『無量寿経』

（浄上真宗本願 寺派 総合研 究所研 究 員）
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